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いのち・暮らし・人権いのち・暮らし・人権
コロナ感染拡大 震災復興10年

最優先の県政へ最優先の県政へ

飲
食・宿
泊
業
者
な
ど

　
　
へ
の
支
援
を
要
請

住
宅
再
建
支
援
事
業
や
っ
と
実
現
！

コ
ロ
ナ
感
染
急
拡
大
で
緊
急
事
態
宣
言

封
じ
込
め
の
た
め
の
本
気
の
大
規
模
検
査
を
！

宮城県 福島県
沖地震

30
％
未
満
の
被
害
に
も
支
援
せ
よ

宮
城
県
と
福
島
県
で

　
　
住
宅
被
害
の
支
援
に
格
差

災
害
救
助
法
の

　
適
用
を
め
ぐ
っ
て

　

３
月
18
日
、
宮
城
県
と
仙

台
市
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
急
拡
大
を
受
け
、
特
措
法

に
基
づ
か
な
い
県
独
自
の

「
緊
急
事
態
宣
言
」を
発
令
し

ま
し
た
。
宮
城
県
は
10
万
人

当
た
り
の
感
染
率
ワ
ー
ス
ト

１
位
と
深
刻
な
局
面
を
迎
え

て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
県

議
団
は
、
翌
19
日
、
９
回
目

の
緊
急
要
望
書
を
知
事
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

感
染
者
を
減
ら
す
た
め
に

は
、無
症
状
感
染
者
を
発
見
、

保
護
す
る
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
抜
本
的
に
拡
大
す
る
こ

と
が
急
務
で
す
。
民
間
検
査

機
関
等
の
力
も
借
り
て
、
無

料
で
大
規
模
検
査
を
行
う
よ

う
要
請
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
は
高
齢
者
施
設

に
つ
い
て
２
月
か
ら
「
無
症

状
者
を
含
め
た
幅
広
い
検
査

を
実
施
す
る
」
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
本
格
的
な
実
施
に

至
っ
て
お
ら
ず
、
検
査
の
拡

大
が
必
須
で
す
。
医
療
機
関

や
障
害
福
祉
施
設
で
働
く
職

員
に
も
対
象
を
広
げ
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

　

苦
境
に
陥
っ
て
い
る
事
業

者
へ
の
県
独
自
の
給
付
金

（
協
力
金
）の
支
給
を
求
め
ま

し
た
。

※
そ
の
後
、
仙
台
市
全
域
の

接
待
や
酒
類
提
供
の
飲
食

店
に
再
度
、
営
業
時
間
短

縮
要
請
が
行
わ
れ
、
協
力

金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

　

宮
城
県
内
全
体
の
住
宅
被

害
は
３
月
19
日
現
在
、
全
壊

３
棟
、
半
壊
１
０
５
棟
、
一

部
破
損
７
、４
４
７
棟
に
上

り
、
更
に
調
査
中
で
す
。

　

福
島
県
で
は
17
市
町
で
災

害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
て
応

急
修
理
制
度
が
使
え
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
て
い
な
い
市
町
村
に

も
同
様
の
支
援
を
行
い
、
応

急
修
理
が
制
度
化
さ
れ
て
い

な
い
準
半
壊
未
満
の
住
宅
修

理
に
も
県
独
自
で
支
援
制
度

を
新
た
に
設
け
る
予
定
で
す
。

特
別
交
付
税
措
置
）。

　

日
本
共
産
党
県
議
団
は
、

再
三
、
宮
城
県
も
独
自
の
支

援
制
度
を
作
る
よ
う
求
め
、

今
議
会
で
も
強
く
要
請
。
や

っ
と
今
回
実
現
し
ま
し
た

が
、
中
規
模
半
壊
以
上
の
対

象
世
帯
は
少
な
く
、
圧
倒
的

多
数
が
何
の
支
援
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

党
県
議
団
は
、
国
交
省
の

「
防
災
・
安
全
交
付
金
」
等
も

活
用
し
て
、
損
害
割
合
30
％

未
満
の
半
壊
、
一
部
損
壊
に

も
支
援
す
る
よ
う
提
案
し
ま

し
た
が
、
担
当
部
長
は
「
市

町
村
に
国
の
交
付
金
等
を
紹

介
す
る
」
と
、
市
町
村
に
丸

投
げ
し
ま
し
た
。

　

福
島
県
と
宮
城
県
で
は
住

宅
被
害
の
支
援
に
格
差
が
生

じ
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
で
も
最
大
で
10
市

町
に
１
０
４
カ
所
の
避
難
所

が
設
置
さ
れ
、
56
人
が
避
難

し
ま
し
た
。
内
閣
府
は
災
害

救
助
法
の
適
用
に
あ
た
っ

て
、
迅
速
な
判
断
が
可
能
な

四
号
基
準（
住
民
の
生
命
・
身

体
へ
の
危
害
、
そ
の
恐
れ
も

含
む
）
で
の
適
用
を
積
極
的

に
進
め
て
お
り
、
今
回
も
宮

城
県
に
４
回
に
わ
た
っ
て
、

助
言
し
て
い
ま
し
た
。
党
県

議
団
は
「
国
の
助
言
も
あ
っ

た
の
に
、
四
号
適
用
し
な
か

っ
た
県
の
責
任
は
大
き
い
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

す
で
に
福
島
県
を
は
じ
め

38
の
都
道
府
県
は
、
国
の
被

災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の

要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合

に
、
独
自
の
支
援
制
度
を
作

っ
て
い
ま
す
（
１
／
２
国
の

福島県沖地震による被災住宅への支援の概要

3月19日 第9回新型コロナウイルス感染症対策緊急申入れ

住家被害 損害割合
福島県・宮城県 福島県 宮城県

基　礎
支援金

加算支援金
再建区分 金　額

全　壊 
(半壊解体）50％以上 100万円

建設・購入 200万円
応急修理

 
＊全壊判定の
　場合も修理
　可能な場合
　は対象 
 
 
  最大 
  59万5千円

応急修理

な　し

補　修 100万円
賃　借 50万円

半
　
壊

大規模 
半　壊 40％台 50万円

建設・購入 200万円
補　修 100万円
賃　借 50万円

中規模 
半　壊 30％台 ー

建設・購入 100万円
補　修 50万円
賃　借 25万円

半　壊 20％台
一
部
損
壊

準半壊 10％台 最大30万円 な　し
準半壊 
未　満 10％未満 独自支援策

検　　　討 な　し

な
り
ま
し
た
。
事
業
規
模

に
応
じ
た
支
援
額
や
、
打

撃
を
受
け
て
い
る
県
内
全

域
の
事
業
者
へ
の
支
援
を

求
め
て
頑
張
り
ま
す
。
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大
震
災
の
復
興
、

　
　み
ち
な
か
ば

仙
台
空
港

24
時
間
化
は
撤
回
を

「
水
道
民
営
化
」は

　
　ス
ト
ッ
プ
を
！

病
院
の
統
合
や

　病
床
削
減
は
や
め
よ

環
境
や
人
権
を

　守
る
た
め
に

　
　条
例
制
定
を

福
島
か
ず
え
県
議

代
表
質
問

福
島
か
ず
え
県
議

2月25日3月4日

金
田
も
と
る
県
議

一
般
質
問

金
田
も
と
る
県
議

代
表
質
問

一
般
質
問

　

宮
城
県
は
外
国
資
本
ヴ
ェ

オ
リ
ア
や
オ
リ
ッ
ク
ス
な
ど

が
参
加
す
る
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ

ー
グ
ル
ー
プ
を
20
年
間
の
運

営
権
の
売
却
先
に
選
定
し
、

６
月
県
議
会
へ
向
け
て
契
約

議
案
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　

売
却
後
は
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な
議
会
の
調
査
や
県
の
監

査
が
及
ば
な
い
こ
と
、
県
が

進
め
て
い
る
市
町
村
水
道
広

域
化
と
と
も
に
メ
タ
ウ
ォ
ー

タ
ー
グ
ル
ー
プ
が
市
町
村
の

水
道
・
下
水
道
事
業
を
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
も
含
め
て
行
え

る
契
約
に
な
っ
て
お
り
蛇
口

か
ら
ト
イ
レ
ま
で
「
独
占
」

で
き
る
こ
と
、
メ
タ
ウ
ォ
ー

タ
ー
グ
ル
ー
プ
が
発
注
す
る

工
事
等
は
民
間
契
約
に
な

り
、
こ
れ
ま
で
上
工
下
水
道

に
関
わ
る
公
共
事
業
を
請
け

負
っ
て
き
た
地
域
の
中
小
・

小
規
模
事
業
者
の
利
益
が
奪

わ
れ
る
恐
れ
が
大
き
い
こ
と

な
ど
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

３
月
19
日
に
閉
会
し
た
県
議

会
で
日
本
共
産
党
宮
城
県
会
議

員
団
は
、
提
案
さ
れ
た
議
案

１
３
７
件
中
11
件
に
反
対
し
ま

し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
基
本
条
例

な
ど
、
議
員
発
議
４
件
は
す
べ

て
賛
成
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
は
、
復
興
10
年

を
理
由
に
被
災
者
に
対
す
る
貴

重
な
施
策
を
打
切
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
要
と

な
る
保
健
所
や
病
院
の
統
合
を

進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

空
港
24
時
間
化
や
水
道
民
営
化

な
ど
県
民
が
望
ん
で
い
な
い
施

策
に
突
き
進
む
予
算
に
反
対
し

ま
し
た
。
水
道
民
営
化
に
関
連

す
る
３
議
案
に
も
反
対
し
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
教
職
員
の
定
数
を

削
減
す
る
議
案
や
農
地
や
森
林

を
大
規
模
に
削
減
す
る
議
案
に

反
対
し
ま
し
た
。

　

ま
た
①
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ

環
境
の
更
な
る
向
上
を
求
め
る

意
見
書
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ワ
ク
チ
ン
確
保
及
び
接
種

に
つ
い
て
早
急
な
体
制
整
備
を

求
め
る
意
見
書
③
特
別
支
援
学

校
の
設
置
基
準
の
策
定
を
求
め

る
意
見
書
④
性
犯
罪
に
関
す
る

刑
法
の
規
定
等
の
更
な
る
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書
の
４
件
が

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　
第
３
７
７
回

　

  

宮
城
県
議
会
に
つ
い
て

　

知
的
財
産
権
の
利
用
料
を

無
期
限
に
払
い
続
け
る
こ
と

や
県
の
リ
ス
ク
負
担
が
大
き

く
な
る
代
わ
り
に
運
営
企
業

に
は
利
益
が
保
障
さ
れ
る
な

ど
の
契
約
書
変
更
が
昨
年
末

に
行
わ
れ
た
こ
と
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
情
報
公
開
が
限
定

さ
れ
る
こ
と
も
大
き
な
問
題

で
す
。
い
の
ち
の
水
を
商
品

に
す
る
水
道
民
営
化
を
中
止

さ
せ
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
各
地
で

「
医
療
崩
壊
」「
入
院
病
床
の

ひ
っ
迫
」
が
叫
ば
れ
る
中
に

あ
っ
て
も
、
国
は
病
床
削
減

を
柱
と
す
る
「
地
域
医
療
構

想
」
を
強
引
に
推
進
。
各
病

院
が「
病
床
削
減
」「
統
廃
合
」

を
行
う
場
合
の
補
助
金
交

付
・
財
政
支
援
の
仕
組
み
を

２
０
２
０
年
度
に
創
設
し
、

21
年
度
か
ら
は
消
費
税
を
財

源
に
行
お
う
と
し
て
い
ま
す

（「
病
床
削
減
推
進
法
案
」）。

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上

げ
分
は
社
会
保
障
の
充
実
に

充
て
る
と
し
て
い
な
が
ら
、

一
層
の
病
床
削
減
の
た
め
に

振
り
向
け
る
な
ど
、
断
じ
て

容
認
で
き
ま
せ
ん
。

　

宮
城
県
で
は
５
病
院
の
急

性
期
・
慢
性
期
合
わ
せ
て
１

５
３
床
の
「
削
減
に
対
す
る

支
援
費
」
５
億
17
百
万
円
が

２
月
補
正
予
算
に
計
上
さ

れ
、
新
年
度
も
19
医
療
機
関

の
２
２
６
床
分
、
２
億
92
百

万
円
が「
医
療
機
能
の
分
化
・

連
携
に
必
要
な
病
床
削
減
へ

の
支
援
」
と
し
て
削
減
を
前

提
に
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
延
長
線
上
に
県
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
と
東
北
労
災

病
院
、
仙
台
赤
十
字
病
院
の

「
連
携
・
統
合
」
議
論
が
置

か
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
要
の
保
健
所
体

制
強
化
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
栗
原
と
登
米
の
２
保

健
所
の
支
所
化
を
断
念
す
る

こ
と
。
こ
と
さ
ら
に
人
口
減

少
を
強
調
し
、
病
床
削
減
を

前
提
と
し
た
地
域
医
療
構
想

に
沿
っ
た
「
連
携
・
統
合
」

議
論
は
や
め
る
べ
き
と
迫
り

ま
し
た
。

　

東
電
・
福
島
第
一
原
発
事

故
か
ら
10
年
を
経
過
し
て

も
、
廃
炉
作
業
の
先
も
見
通

せ
ず
汚
染
廃
棄
物
、
汚
染
水

の
処
理
す
ら
収
束
で
き
な
い

で
い
ま
す
。
女
川
原
発
２
号

機
の
再
稼
働
は
知
事
が
「
理

解
を
示
し
た
」
現
時
点
で
も

「
避
難
計
画
」
の
実
効
性
が

保
証
さ
れ
な
い
ま
ま
で
の
強

行
は
あ
り
得
な
い
と
指
摘
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
台
風
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
丸
森
町

で
、
森
林
破
壊
を
す
す
め
る

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
が
更
に

進
行
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

土
砂
の
流
出
、
崩
壊
、
水
害

の
被
害
が
助
長
さ
れ
る
と
指

摘
。
石
巻
市
須
江
で
の
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
や
鳴
子
・
川
渡

地
域
を
は
じ
め
と
す
る
大
型

風
力
発
電
計
画
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
利

用
に
際
し
て
も
、
環
境
や
人

権
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
対

応
す
べ
き
で
あ
り
、
森
林
伐

採
を
伴
う
開
発
や
、
急
傾
斜

地
へ
の
設
置
を
原
則
禁
止
と

す
る
条
例
の
制
定
を
求
め
ま

し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

経
ち
、
昨
年
末
ま
で
の
災
害

公
営
住
宅
で
の
孤
独
死
は
１

９
６
名
に
も
及
ぶ
の
に
、
県

は
続
け
て
き
た
健
康
調
査
を

打
ち
切
り
、
生
活
支
援
相
談

員
も
３
割
減
ら
し
ま
す
。
４

千
世
帯
も
い
る
被
災
者
生
活

再
建
支
援
金
制
度
の
加
算
支

援
金
未
受
給
者
を
残
し
て
、

申
請
も
し
め
切
り
ま
す
。「
生

活
再
建
は
み
ち
な
か
ば
」
で

あ
り
、
災
害
公
営
住
宅
の

健
康
調
査
の
継
続
や
家
賃
問

題
の
課
題
を
市
町
任
せ
に
せ

ず
、
県
が
主
導
し
て
支
援
す

る
こ
と
を
要
求
。
ま
た
、
在

宅
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め

に
も
、
市
町
村
が
被
災
者
台

帳
作
成
や
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
取
組
む
よ
う
、

県
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
航
空
便
が
大

幅
に
減
少
し
、
23
時
か
ら
５

時
ま
で
の
深
夜
帯
の
需
要
見

込
み
が
な
く
、
名
取
市
や
岩

沼
市
民
の
全
体
的
な
合
意
や

議
会
の
議
決
も
な
い
ま
ま

に
、
県
は
両
市
と
「
覚
書
」

を
交
わ
し
、
地
元
同
意
を
得

た
と
い
っ
て
仙
台
空
港
24
時

間
化
を
強
引
に
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
７
時
半
か
ら

21
時
半
の
14
時
間
運
航
の
今

で
さ
え
、
平
均
６
～

７
分
ご
と
の
発
着
に

よ
る
騒
音
な
ど
で
住

民
の
生
活
と
健
康
は

脅
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
空
港
の
セ
ー
ル

ス
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ

る
だ
け
の
「
24
時
間

化
」
は
撤
回
す
べ
き

で
す
。


